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少子化 の影響で部員が減り、
チームの編成 ができない

休部や廃部 により、通学する学校に自分の
やりたい部活動が無い

このような学校が増えています！
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経験や指導歴のない部活動を

担当している先生が半数弱

担当している部活動について自分自身の経験や指導歴があるか
（R3 山梨県小中学校体育連盟 調査統計部より）

生徒数の減少 教員数の減少 顧問の不足
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非常に負担である

負担である

負担ではない

全く負担ではない

休日の部活動の指導の負担はどの程度ですか？

令和4年度アンケート結果より
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学校部活動の地域クラブ活動への移行で変わる主な変更点 

これまでの学校部活動            目指す地域クラブ活動 

【指 導 者】学校の教員（顧問）       【指 導 者】地域の指導者  

      地域の指導者（部活動指導員・外部指導者）        希望する学校の教員（兼職兼業） 

【活動場所】在籍する学校の施設       【活動場所】学校の施設 

       市内の体育施設・文化施設等        市内の体育施設・文化施設等 

【対  象】同じ学校の生徒         【対  象】原則として地域の生徒 

       複数の学校による合同チーム        （市外の生徒も可） 

【経  費】無料              【経  費】指導者の報酬、会場使用料等 

【保  険】学校で加入           【保  険】新たな保険に加入 
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都留市地域クラブ活動の体制について
都留市教育委員会

生涯学習課・学校教育課
都留市地域
クラブ活動
推進協議会

地域クラブ活動
スポーツ関係団体・文化関係団体 等

中学校

個別地域クラブ活動・個別地域クラブ活動指導者
○休日の指導・個別地域クラブ活動の運営

中学校の部
活動顧問
○平日の指導

地域クラブ活動会員（生徒）・保護者

運営団体

実施主体
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教育委員会

スポーツ関係団体・文化関係団体 等

3中学校の生徒が合同で行う

個別地域クラブ活動

都留市地域クラブ活動の体制について
運営・実施体制１ 運営・実施体制2

教育委員会
スポーツ関係団体・文化関係団体 等

都留第一中学校の生
徒を中心とする個別
地域クラブ活動

都留第二中学校の生
徒を中心とする個別
地域クラブ活動

東桂中学校の生徒を
中心とする個別地域

クラブ活動

3中学校の生徒が、合同で活動する個別地
域クラブ活動を設立し、実施する。

3中学校の生徒が、学校単位を中心とする
個別地域クラブ活動を設立し、実施する。

大会やコンクール等への参加資格から学校単位がなくなるまでは、上記の2つの体制が考えられる。
また、両体制が併存する場合も想定される。生徒・保護者を含めた関係者で話し合い、よりよい運
営体制を検討し、実施する。

運営主体 運営主体

実施主体 実施主体
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―基本方針―
休日の地域クラブ活動は、「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる」と

いう意識の下、将来にわたり、本市の子供たちが豊かな生活を送ることができるよ
う、スポーツ・文化芸術活動に継続して親しむ機会を確保する。
目指すところ
・「地域の子供たちは、学校を含めた地域で育てる」との考えの下、休日の中学
校部活動の地域移行を推進する。

・本市の教育振興基本計画にある「地域の教育力を高める生涯学習のまちづく
り」を推進する。

・子供たち（中学生）が、仲間や異世代との交流の中で、ともにスポーツや文化
芸術に親しむ、楽しむ、支え合う、育てるなどの様々な体験ができる環境の整
備を目指す。

・中学生が、休日の地域クラブ活動と平日の学校部活動に違和感なく参加でき、
多様なニーズに対応できる持続可能な体制を築く。（以下省略） 15



（名称）

第１条 本活動の名称は、都留市地域クラブ活動（以下「地域クラブ活動」

という）とする。

（運営主体及び実施主体）

第２条 地域クラブ活動は、当面都留市教育委員会が中心となり、運営を行

う。同時に、関係団体と協力し、運営主体の体制整備に取り組む。

2 競技種目・活動別の地域クラブ活動については、民間事業者を含む

関係機関で協議し、実施する。希望する中学生がスポーツや文化芸

術活動に親しむことができる体制を整備する。

（活動方針）

第３条 地域クラブ活動は、都留市地域クラブ活動基本方針にしたがい、

活動を行う。（以下省略） 16
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令和7年度 休日部活動の地域移行を検討する部

東桂中都留二中都留一中

部活動部活動部活動

野球野球野球

バスケットボール男・女バレーボール男・女バレーボール男子

サッカーバスケットボール男・女バスケットボール男・女

音楽卓球男・女卓球男・女

バレーボール女子弓道相撲

相撲吹奏楽

吹奏楽文芸

文化新体操
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指導者について

山梨県では、「スポカルや
まなし」という地域クラブ
活動等の人材バンクを立ち
上げました。
すでに、多くの希望者が登
録をしています。
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指導者について

県の「スポカルやまなし」に登録している
人は、都留市以外の方が多く、市内の登録
者はまだ多くはありません。
地域クラブ活動を持続的な活動にしていく
ためには、市内の指導者の人数を多くする
必要があるように感じます。
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指導者について
指導者は、次の1から4までに掲げるすべての要件に該当し、且つ5の(1)から(6)のいずれかに該
当し、且つ(7)および(8)のいずれかに該当する者で教育委員会が認めた者とします。
1指導する活動に関する専門的な知識・技能を有し、都留市地域クラブ活動基本方針に沿って活
動できる。
2申請時において18歳以上である。
3地方公務員法第16条及び学校教育法第9条各号に該当しない。
4過去の指導において、体罰、ハラスメント等、指導者として不適格と認められる事項がない。
5以下のいずれかに該当する者。
(1).教員免許を授与された経験があり、当該活動の部活動の指導実績又は活動経験がある。
(2).プロスポーツチーム又は実業団等で競技経験もしくは指導経験がある。
(3).文化・芸術活動で優れた結果を獲得した経験がある。もしくは優秀な指導をした経験がある。
(4).日本スポーツ協会等の中央競技団体が認定した指導者資格を有する。
(5).文化・芸術活動の中央団体等が認定した資格や指導者資格を有する。
(6).学校教育法第1条に規定する学校において、当該活動の部活動の指導実績がある。
(7).都留市スポーツ協会又は都留市文化協会、市教育委員会、市内中学校⾧等のいずれかから推
薦がある。
(8).大学等に在籍しており、当該活動の経験を持ち、出身学校、大学等の関係者等から指導者と
して適格であると推薦がある。

募
集
要
件
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(1)実技指導
(2)安全及び障がい予防に関する知識・技能の指導
(3)学校外での活動（大会、コンクール、練習試合等）の引率
(4)用具及び施設の予約・点検・管理
(5)休日部活動の管理運営
(6)保護者等への連絡
(7)年間及び月間指導計画の作成
(8)生徒指導に係る対応
(9)事故発生時の現場対応
(10)その他
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